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大分県議会議員　原田たかし私のＨＰにも議会活動・活動報告を
掲載していますので御覧下さい。
セキュリティ強化のため、ＨＰのアドレスが変わりました

　今定例会の一般質問でも、様々な事柄が議論さ
れましたが、その中から5つのキーワードを取り
上げ、考えてみたいと思います。

　食料品や生活必需
品、電気代、ガス代、
ガソリン代などあり
とあらゆるものが値
上がりし、逆に年金
が引き下げられてい
ます。本当に困った

ものです。ロシアによるウクライナ侵攻、長期に
及ぶ新型コロナウイルス感染症の影響、政府の金
融・経済対策の不十分さなど様々な要因が重なっ
ているのではないかと思います。
　県は、生活福祉資金の貸付などに取り組んでい
ますが、一般質問では県民クラブの馬場林議員
（中津市選出）が貸付後の支援について質問。馬
場議員は、「貸付を繰り返すのではなく、生活の
立て直しのための総合的な支援こそが必要なので
はないか」と指摘しました。（写真はイメージです）

　JR各社が取り組む国内最大級の観光イベント
「デスティネーションキャンペーン（DC）」が
2024年の春、福岡県との共同開催で大分県で展開
されることになりました。
　2015年に大分県で開催された際は、133億円の
経済効果があったと報告されています。
　県では、「『大分・福岡連携の新たな旅の提案』、
『アドベンチャーツーリズムや複数の公共交通機
関をITを用いて結びつけるMaaSなど高付加価値
化を促進した持続可能な観光の実現』、『県民総参
加のおもてなし』を柱に官民一体となった実行委
員会を立ち上げる」と説明しています。

　

　先日、大分県の観光振興の中心を担う公益法人
ツーリズムおおいた事務局の記者会見が行われ、
5,700万円の使途不明金が発生していることが公
表されました。必要な手続きをせず現金が繰り返
し引き出されており、会計ソフトの記録も改ざん
されていたと報道されています。
　定例会での答弁では、問題判明後に立ち上げら
れた外部調査委員会により、通帳・銀行印の管理
を含む支払い手続き等の内部管理が不十分であっ
たことが明らかになり、大分中央署に告訴してい
るとのことでした。
　大分県からツーリズムおおいたへは、国内誘客
総合推進事業（2022年当初予算で8千万円）やイ
ンバウンド推進事業（同1億1千万円）など、毎年、
総額3億円近くの観光に関わる各種事業委託が行
われていますが、事業委託分については、正常に
施行されている
ことが県の監査
で明らかになっ
ています。
　いずれにせよ、
県行政に関わる
団体として、早
期の全容解明が
求められます。

　
　医療的ケアが必要な児童についての問題に関わ
り、今定例会で副学籍制度が取り上げられまし
た。
　副学籍とは、特別支援学校に通う児童生徒が、
自宅近くの小中学校にも籍を置き、地域の一員と
して学び合う「副次的な学籍」です。
　この副学籍制度は、直接交流や間接交流を通じ
て、居住地域とのつながりの維持・継続が図れる
とされています。現在、東京都や埼玉県、横浜市
など6都県3政令指定都市で導入されています。
　「カリキュラムの調整」、「児童生徒の付き添
い」、「学習評価」など現実的な課題もあるようで
すが、インクルーシブ教育注1の推進に効果がある
のか、副学籍制度についてこれから調べてみよう
と考えています。
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（写真は2015年の「お
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ペーン」の際のもので
す。株式会社大宣さ
んのHPより引用）
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注1　インクルーシブ教育とは
「共生社会」の実現を目指し、子どもたちの多様
性を尊重し、障害があるないに関わらず同様に教
育・指導する仕組みです


